
一
、
山
ぎ
は
し
ら
み
て
。
雀
は
な
き
ぬ
。
は
や
疾
く
お
き
い
で
。
書
よ
め
わ
が
子
。

と

ふ
み

ふ
み
よ
む
ひ
ま
に
は
。
花
鳥
め
で
よ
。

二
、
ふ
み
よ
む
ひ
ま
に
は
。
花
鳥
め
で
よ
。
鳥
な
き
花
咲
き
。
た
の
し
み
つ
き
ず
。

樂
み
つ
き
ず
。
天
地
ひ
ら
け
し
。
始
も
か
く
ぞ
。

あ
め
つ
ち

は
じ
め

里
見
義
は
、
明
治
三
年
に
小
倉
藩
に
て
國
學
を
教
授
し
、
文
法
書
を
何
册
か
世
に
出
せ
し
が
、「
雅
俗
文

法
」
と
銘
う
ち
た
る
こ
と
か
ら
も
、
明
治
初
期
の
文
法
に
お
い
て
「
童
蒙
の
爲
」
に
留
意
し
、
雅
文
調
に

は
拘
泥
せ
ざ
る
立
場
を
と
り
た
り
。
そ
こ
を
見
込
ま
れ
た
る
か
、
明
治
十
四
年
に
は
音
樂
取
調
係
に
招
ば

れ
て
、
か
な
り
の
歳
な
れ
ど
も
上
京
せ
り
。
推
す
る
に
文
法
書
に
も
英
語
が
顏
を
出
し
、
東
京
に
て
は
宣

教
師
の
所
に
寄
宿
し
を
り
し
こ
と
な
ど
よ
り
、
基
督
教
徒
に
な
り
た
る
可
能
性
あ
り
。
明
治
の
初
期
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
は
佐
幕
派
の
沒
落
武
士
多
か
り
し
と
聞
く
。
當
時
來
日
せ
る
南
北
戰
争
終
了
後
の
ア
メ
リ
カ
人

宣
教
師
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
精
神
か
ら
質
素
と
奉
仕
活
動
を
中
心
と
し
た
れ
ば
、
同
感
せ
る
日
本
人
多
か
り

し
と
。
新
渡
戸
稻
造
、
内
村
鑑
三
も
そ
の
例
に
も
れ
ぬ
が
、
瀧
廉
太
郎
、
岡
野
貞
一
な
ど
多
く
の
作
曲
家

も
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
り
た
り
。

こ
の
唱
歌
「
花
鳥
」、
後
の
近
藤
朔
風
作
詞
の
「
野
薔
薇
」
と
同
じ
ウ
エ
ル
ナ
ー
の
曲
に
つ
け
た
る
歌

詞
な
る
が
、
偶
々
こ
の
曲
聞
き
し
と
き
、
伴
奏
は
オ
ル
ガ
ン
な
り
。
あ
た
か
も
讚
美
歌
を
聞
く
が
ご
と
く

に
思
は
れ
た
り
。
幕
末
よ
り
明
治
に
至
る
時
期
、
歐
米
の
宣
教
師
活
溌
な
る
宣
教
活
動
を
展
開
せ
る
が
、

そ
の
時
に
必
須
の
武
器
が
、
讚
美
歌
と
そ
れ
に
伴
ふ
オ
ル
ガ
ン
な
り
き
。
當
初
和
樂
器
を
活
用
せ
ん
と

樣
々
な
る
摸
索
さ
れ
た
る
が
、
東
京
藝
術
大
學
の
前
身
、
音
樂
取
調
係
の
伊
澤
修
二
、
明
治
十
三
年
に
米

人
Ｗ
・
メ
ー
ソ
ン
招
聘
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
唱
歌
教
育
の
必
要
性
認
め
ら
る
る
に
至
り
、
明
治
十
九
年
に

は
唱
歌
教
育
必
修
と
な
り
、
そ
に
伴
ひ
て,

最
終
的
に
は
音
程
と
音
量
の
安
定
せ
る
オ
ル
ガ
ン
定
着
す
る

こ
と
と
な
れ
り
。
こ
ゝ
ま
で
を
概
觀
せ
ば
、
日
本
に
初
め
て
出
現
せ
し
「
唱
歌
」
な
る
も
の
は
、
煎
じ
詰

む
れ
ば
、
基
督
教
の
讚
美
歌
よ
り
生
れ
た
る
も
の
と
言
ひ
得
。

明
治
二
十
二
年
、
山
葉
寅
楠
、
「
山
葉
風
琴
製
作
所
」
を
立
上
げ
初
め
て
國
産
の
オ
ル
ガ
ン
を
作
り
出

せ
る
の
に
符
牒
せ
る
が
如
く
、「
中
等
唱
歌
集
」な
る
教
材
發
表
さ
る
。
全
十
八
曲
中
十
三
曲
が
歐
米
の
曲

に
、
日
本
人
歌
詞
を
提
供
し
た
る
も
の
に
て
、
中
に
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
曲
も
組
入
れ
ら

れ
た
り
。
又
こ
の
十
八
曲
中
、
里
見
義
の
作
詞
五
つ
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
に
、
當
時
音
樂
取
調
係
の
長
老

的
存
在
な
り
し
里
見
義
が
範
を
示
せ
る
と
こ
ろ
な
ら
む
。
さ
れ
ど
今
な
れ
ば
如
何
に
も
場
違
ひ
に
思
は

る
ゝ
は
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
歌
劇
「
魔
笛
」
二
曲
に
歌
詞
を
付
た
る
こ
と
に
て
、
こ
の
人
生
の
幻
覺
に
も

似
た
、
夜
の
女
王
や
鳥
刺
し
パ
パ
ゲ
ー
ノ
の
現
は
る
る
滑
稽
な
る
歌
芝
居
に
、
「
御
稜
威
の
光
」
（
第
九
）、

「
あ
あ
明
治
の
御
世
や
，
あ
あ
ひ
か
り
の
世
や
，
い
か
に
か
く
こ
そ
，
か
が
や
き
ぬ
ら
め
・
・
・
」
と
眞

面
目
を
正
面
切
つ
て
打
出
し
た
る
作
詞
、
そ
の
取
合
は
せ
に
唖
然
と
さ
せ
ら
れ
、
同
時
に
明
治
初
期
の
時

代
を
感
じ
さ
す
。
さ
れ
ど
今
一
つ
の
「
魔
笛
」
曲
、
平
安
時
代
の
貴
族
藤
原
保
昌
を
主
人
公
と
し
、
深
夜

都
大
路
を
笛
を
吹
き
な
が
ら
歩
き
、
盗
賊
袴
垂
を
諭
す
情
景
に
は
「
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ

一

文
語
唱
歌
「
花
鳥
」

里

見

義

作

詞

ウ
エ
ル
ナ
ー
作

曲

た
だ
し

谷

田

貝

常

夫



ラ
ラ
」
と
合
唱
に
て
歌
は
せ
た
る
は
、
パ
パ
ゲ
ー
ノ
の
鈴
に
よ
る
皆
の
踊
り
に
合
せ
た
る
も
の
の
ご
と
く

に
て
、
原
曲
無
視
と
ば
か
り
に
て
は
な
し
。

里
見
義
が
作
詞
せ
る
曲
の
う
ち
、
英
國
の
曲
に
よ
る
「
埴
生
の
宿
」
「
庭
の
千
草
」
は
秀
作
な
れ
ど
も
、

「
お
お
わ
が
や
ど
よ
、
た
の
し
と
も
た
の
も
し
や
」
と
、
雅
俗
入
り
交
じ
れ
る
は
意
圖
的
な
ら
む
。
更
に

言
は
ば
、
こ
こ
に
掲
げ
し
「
花
鳥
」
は
、
八
分
の
六
拍
子
に
も
か
か
は
ら
ず
、
八
七

八
七

七
八

七

と
フ

レ
イ
ズ
が
原
曲
を
無
視
し
て
を
り
、
明
治
期
特
有
の
勉
學
推
獎
の
語
句
「
書
よ
め
吾
子
」
を
繰
り
返
す
事

も
あ
り
て
、
後
世
誰
に
も
歌
は
れ
ず
、
ゲ
ー
テ
原
詩
、
ウ
エ
ル
ナ
ー
作
曲
の
こ
の
歌
は
近
藤
朔
風
の
「
野

薔
薇
」
に
席
を
讓
り
た
り
。

（
平
成
二
十
九
年
九
月
十
八
日
受
附
）
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